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今回の号からの核医学誌および ANM 誌の編集
を担当する新しい編集委員会の委員長を仰せつか
りました．委員長に課せられました最大の課題は
オンライン投稿・査読システムの導入でありま
す．なかなか困難な作業でありますが，新編集委
員ならびに会員の皆様のお力をおかりし，何とか
オンライン化を実現したいと思います．オンライ
ン化の準備は昨年の編集委員会からの引継ぎ事項
であり玉木前委員長と広報担当の尾川先生のご尽
力で稼動一歩手前の状況まできています．委員長
の責任として今年度中に実現しなくてはいけませ
んが，限られた予算の中で作成するシステムです
ので試行錯誤の段階でのスタートになる可能性も

ございます．オンラインシステム導入当初は，従
来の投稿方法と併用することになりますが，会員
の皆様にご迷惑とご不便をおかけすることがある
かもしれません．その節は忌憚のないご意見を編
集委員会にお届けくださると共に，本誌の発展の
ためとご容赦をいただきたく存じます．
今年の冬はいつになく寒い冬でありましたが，

この号が発刊されるころは陽春のきざしがみえて
くる季節と思います．日本経済もやっと回復の傾
向が見えてきたようです．核医学の領域も FDG-

PET の保険適応拡大，PET/CT の診療報酬の新設
などの良いニュースが入ってきました．本誌の投
稿数と ANM 誌のインパクトファクタも右肩上が
りになるよう会員の皆様のご支援とご協力をお願
い申し上げます．

　　（編集委員長　井上　登美夫）


